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優れたバイオマーカーであるエクソソームを高効率で捕捉 

【講演番号】C1007* 【発表日時】5/28 11:30～11:45 

【講演タイトル】ナノ空間を用いた体液中エクソソームの高効率捕捉 
   
【概要】がんの治療のためにはその転移を抑えることがたいへん重要である。従来は特定のタン

パク質などが、がんなどの様々な疾患の診断用のマーカーとして使われてきた。エクソソームは、

細胞から分泌される小さな顆粒（マイクロベシクル）であり、元の細胞のもつタンパク質、脂質、

miRNA など、その細胞の個性を特定できるサブセットを含むので優れたマーカーとして注目を集

めている。細胞間の情報伝達に関与しており、最近ではがんの転移にも深く関わることがわかっ

てきた。講演者らは、独自のナノテクノロジーを駆使して作製した微小空間を利用してエクソソ

ームを効率的に回収することに成功した。高齢化の進む日本の医療に貢献できる技術である。 
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 日本をはじめ世界中の多くの国で高齢化が進む中で、WHO は生活習慣病の克服の必要性を唱え

ている。そして現在、生活習慣病の中で最も重要視されている「がん」を克服するために、わが

国では世界に先駆けた次世代医療の必要性が強調されている。このような背景のもと、近年、細

胞外小胞であるエクソソームは、がんの発生・増殖・転移において極めて重要な役割を果たして

いることが明らかになり、大きな注目を集めている。また、従来の血中マーカーより極めて大き

い情報量を有し、次世代がん診断マーカーとして大きな期待が集まっている。しかし、エクソソ

ームの大きさは直径 40-200 nm 程度であり、このことがエクソソームの研究において、10 時間以

上の回収時間、5-20%の低い回収率という 2 つの問題点を引き起こし、臨床応用を妨げていた。 

 この次世代医療を実現するために、

本研究では、本研究ではナノワイヤ

が生み出すナノ空間を用いることで、

1 時間以内に 90%以上の体液中エク

ソソームを捕捉することができる技

術を開発した。現在、捕捉したエク

ソソームの解析情報より、がん・糖

尿病の早期診断の技術開発の実現を

目指している。 
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